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「ハイブリッドロケット研究会」の経緯

• 宇宙開発事業団から日本航空宇宙学会へ業務委託「次世代実
験用ロケットシステムの研究」（1998年10月）

• 学会内に「ハイブリッドロケット研究会」を組織。

• フェーズ１（1998～2000）、フェーズ２（2001～2003）
６箇年の計画でスタート。

• 1999年11月 H2ロケット8号機打上げ失敗、2000年2月
M5ロケット5号機打上げ失敗

• NASDAの研究予算が信頼性向上に集約

• 研究会の業務委託は2001年度が最後（予算は1/4に縮小）

• 2002年度以降はUNISECへの業務委託に移行

• 2002年度航空宇宙技術研究所業務委託「宇宙研究に関わるコミュニ
ティの運営」
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参加メンバー

• 大学側参加メンバー

• 北海道大学（推進系）

• 北海道工業大学（推進系、有翼滑空機）

• 室蘭工業大学（パラフォイル回収システム）

• 都立科学技術大学（推進系）

• 東海大学（制御系）

• 企業側参加メンバー

• 日産自動車（株）（機体システム）

• （株）東芝（アビオニクス）

• 石川島播磨重工業（株）（酸化剤供給系）

• 2002年度UNISEC報告書では下記７団体が活動報告

（赤文字がハイブリッドロケット研究会参加研究室）

• 北大、道工大、室工大、都立科技大、都立航空高専、東海大、府立大
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活動内容

• 「再使用が可能な輸送機としての設計・運用技術」等の取得
を目的とし、地上回収・再使用型実験用ロケットシステムの
研究を行う。（H10年度業務委託計画書より）

• 実験運用概念、及び各構成機器の必要仕様について、前提と
なるイメージを構築する。一部、基盤技術について調査・研
究を行い、技術的成立性、その優位性について見通しを得る。

• フェーズ１（1998～2000）で概念設計と基盤技術開発を終
え、フェーズ２（2001～2003）で滑空、回収、再使用実証
試験（サブスケール）までを実施する計画。

• 実機開発のプロセスを見据えながら、実施可能なスケールで
の実証実験を積極的に行う、というアプローチ。
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開発目標のイメージ
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開発プロセス
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無推力滑空・回収試験（道工大、1999年度）
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離陸 滑空・着陸



旋回流式打上げ実証試験（都科技大、2000年度）
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CAMUI型打上げ実証試験（北大、2001年度）
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CAMUI型打上げ実証試験（北大、2001年度）
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CAMUI型打上げ実証試験（北大、2001年度）

10



まとめ

• ハイブリッドロケット研究会の最終目標は、研究会全体で意
見を集約した上で最適な小型ロケット実験システムを開発す
ること。

• 実機開発のプロセスを見据えながら、実施可能なスケールで
の実証実験を積極的に行った。

• 無推力滑空試験（1999、道工大）、ガス酸素・旋回流式ハ
イブリッドロケットロケット打上げ（2000、都立科技大）、
液体酸素・CAMUI型ハイブリッドロケット打上げ（2001、
北大）。

• 実機に纏め上げて動作させることを重要視するのはUNISEC
設立時に初めて掲げられた文化ではなく、母体となる団体の
双方に根差し、UNISECに持ち込まれた文化。
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